
名古屋市

「勇氣」千畝十六歳

愛知県立第五中学校（現在の愛知県立瑞陵高等学校）は、

1909年（明治42年）に仮校舎から、この場所に移転をし

ました。当時の校舎（本館と講堂）は1911年に完成して

おり、翌1912年4月に入学した杉原千畝は真新しい校舎で

勉学に励んだことでしょう。

現在は、名古屋市立瑞穂ヶ丘中学校の校地となっていますが、校舎玄関の車寄せと石階段は当時の

まま現存しており、1916年に撮影された千畝５年生時の集合写真でも確認することができます。

名古屋市では、2020年（令和2年）の「命のビザ」発給80年の節目の年に、千畝の「功績」と「名古

屋とのゆかり」を次の世代へ大切に伝えていくため、広く寄附金を募りこの少年像を制作しました。

千畝少年像は、「五中」の徽章のついた

学生帽をかぶり左手に英語の教科書を抱

えています。

将来、外交官となってリトアニア・カウ

ナスの地で大きな決断を迫られたとき、

千畝の背中を押した「勇気」を表現しま

した。

第五中学校5年生時の集合写真（2列目の右から2番目が千畝）

第五中学校本館（開校当初）
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一定額以上ご寄附いただいた方のご芳名を掲示させていただきました。

令和３年３月26日
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